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大豆タンパク質摂取によって、体重増加が抑制され、脂質代謝が改善されることが以前より報告されて

いるが、その分子機構について不明な点が多い。我々は、核内受容体 PPARαが関与すると予想して研

究を進めた結果、核内受容体 PPARαの活性化と PPARα応答遺伝子 FGF21がそれに関与することを見

出しいる。そこで、大豆タンパク質分解物のどの成分がこの機構に関与するかを明らかにするため、微

量タンパク質分析を行った。主要大豆たんぱく質β-コングリシニンの分解物を HPLC にて分離した結

果、親水性の高い 10kDa 以下の低分子画分において、PPARαおよび FGF21 の活性化が認められた。

同様の処理を行ったカゼイン分解物では、このような活性化は認められなかったので、活性化にはβ-コ

ングリシニン由来の成分が関与していると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


